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１．はじめに

　平成25年度より完全実施される新しい『高等学校学習指導要領』では，「授業は英語で
行うことを基本とする」と明記され，英語コミュニケーション能力養成を今まで以上に重
視する姿勢を鮮明に打ち出している．しかし現状を考えると，とくに音声面の能力向上は
容易ではない．週にわずか３～４時間の授業内で，教科書を中心として他の教員と歩調を
合わせた指導を行い，文法や読解など大学入試や技能検定に耐えうる力もつけさせなけれ
ばならない．とくに「リスニング」については，「効果的な学習方法はあまり考えられて
いない」（浅見他，2009）などの指摘が常にあり，あまり積極的に指導が行われていない
のが実情である． 
　そこで我々は，このような状況を改善するための一助とすべく，千葉大学自然科学研究
科，教育学研究科で独自に開発され，効果が繰り返し検証されてきた「三ラウンド・シス
テム」理論に基づく，高校中級用聴解力養成用CALL教材First Step Abroad（以下，FS）
を開発した（桑原・高橋，2010）．これを使用して高校２年生を指導したところ，教材中
の英文を使用した空所補充形式のリスニング問題で結果が平均43.4点から61.7点へ
（t=13.36，p<.05），応用問題として実施した大学入試センター試験の英語リスニング問
題（平成18年度，一部略）で40.2点から48.0点へ（t=3.44，p<.05）向上するなど，教材の
有効性が確認された（桑原，2011）．学習終了後に行ったアンケート調査の結果では，
65％の生徒が「内容に興味を持ち」，88%の生徒が「Step １，２，３ と進むにつれ聞けるよ
うになった」と回答するなど，教材そのものは生徒からは概ね好評であった．しかし，「学
習時間の不足」や「学習しなければならない語彙の多さ」を指摘する意見もいくつか寄せ
られ，教材に対して学習者の語彙が不足している場合は，学習時間が不足し，効果的に学
習できない可能性が高いことも判明した．
　一般的に語彙力は「四技能のいずれにも必要不可欠」（樋口，2005）と指摘され，十分
な語彙がなければリスニングを含め英語力全体を効果的に向上させることは難しい．聴解
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力養成教材（目標教材）を効果的に使用するには，語彙力が十分でない高校生など（以下，
初級学習者）が，その教材で使用される語彙を事前に学習できる補助的な教材（語彙教材）
が必要であると考えた．

２．研究の目的

　本研究の目的は，目標とするリスニング用CALL教材First Step Abroadを学習する前に，
その教材で使用される語彙を事前に学習するための，補助的な語彙教材を開発することで
ある．語彙の意味を確実に定着させ，目標教材の英文だけでなくその語彙を使用する他の
英文の理解も容易になるような「応用力」も養成できる教材の開発を目指した．

３．教材の開発

（１）指導語彙の選定
　目標教材FSで使用される語句は404種類，延べで2,546語である．派生語はそれぞれ１種
類と数えた．ここから，「中学校教科書で学習する語彙」「（英語由来の）カタカナ語」な
ど初級学習者でも学習済と見なせる語彙（既習語彙）や「固有名詞」「間投詞」「数詞」な
どの語句，そしてカタカナで（一部または全体を）表記することもある語句（例：dial（動
詞），host mother，sweet（形容詞））などを除外すると280種類が残った．これを「学習
語彙」と定義し，その内容をもとに28のトピックに分類した．

（２）用例
　実際のコミュニケーションで語彙が使えるようになるためには，Nation（1990）らが指
摘する「共に使われる語句」「文中での位置」「発音」などの「質的」指導も不可欠である．
そのため，本研究では選定した語彙を学習するための用例を２種類作成し，音声と共に指
導する形態とした．一つは学習語彙の意味が容易に想起できるような「基礎用例」で，語
彙の意味定着を支援するものである．FSだけでなく様々な場面で使用できるように，一
般的な内容で文法的にも易しい英文になるように配慮した．もう一つは「聴解用例」で，
学習語彙を含みFSで実際に使用されている文や句を提示することとした．学習語彙が目
標教材FSでどのように使用されているかを示し，FSの学習を容易にさせることを目的と
している．

（３）語彙指導システム
　学習語彙とその用例は，千葉大学で開発され，高い効果が検証されている語彙力指導シ
ステム（竹蓋，1999）およびCALL教材開発用ソフトウェア（高橋，2010）を使用して教
材化した．同システムは４段階（動機づけ，導入，展開，まとめ）の学習の流れとともに，
静止画，音声，スペリング，意味の提示タイミングをパソコンで厳密に制御し，語彙と用
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例の音形，意味の記憶，定着の効果を高めるようにしたもので，「提示された語彙の意味
を問い，正解を提示する」という伝統的語彙指導と比較して，学習５週間後で，約３倍の
定着率があることが検証されている（竹蓋他，2005）．また，教材開発用ソフトウェア（オー
サリングシステム）は，教材開発者が特別な技術や知識なしに，Excelや各種エディター
など一般的なソフトウェアを使ってソフトウェア開発ができることがその特長である．

４．開発された教材

（１）開発された教材の概要
　FSの語彙をあらかじめ学習するということから，開発教材名はStep-Up Vocabulary for 
First Step Abroad （以下，VFS）とした．学習語彙はトピック毎に10語ずつ分類され，
２教材で28トピック（表１），計280種類の語彙（付表１），560の用例（付表２）を学習で
きる．作成された教材は，ブラウザー（インターネットエクスプローラー）の標準機能を
使用しており，特別なソフトウェアをパソコンに追加する必要がない．CD-ROMやUSB
メモリを使用したOffl  ine形態でも，インターネットを介したOnline形態でも学習可能であ
る． 

（２）学習手順
　起動画面（図１）をクリックすると，トピック選択画面（図２）が表示される．学習者
が教材に取り組みやすいように，学習するトピックの順番ができるだけ具体的なものから
抽象的なものになるよう14のトピックを配置した．トピックを選択すると，学習ステップ
を選択する画面（図３）に移る．学習ステップ（STEP）は全部で八つあり，STEP１は「動
機づけ」，２，３が「導入」，４，５，６が「展開」，７，８が「まとめ」の段階となる．

表１　分類された学習語彙の内容

教材1 教材2

１）空の旅 ８）食材，調理 １）旅行 ８）コンピュータ

２）道案内 ９）動作 ２）食事 ９）移動，変化

３）郵便 10）ファッション ３）電話 10）状況，状態

４）学校，勉強 11）意志，思考 ４）テレビ，雑誌 11）調査

５）日常生活 12）時，期間 ５）病気 12）物の性質

６）天気予報 13）程度 ６）お金 13）対応

７）体 14）性格，性質 ７）家族，人 14）その他の名詞
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　STEP １ は「イメージによる導入」で，各セットの語彙にふさわしい写真を提示し，
使用される場面を想像させる．STARTボタンを押すと音声が再生され，学習者はそれを
聞きながらどのくらい既知の語句があるかを確認するなど，学習の準備をする（図４）．

　STEP ２ は「一覧表による学習」で，学習語彙を文字や音声で導入する．語彙とその
和訳を一覧で提示し，学習者は語彙をクリックしてその発音を確認する．語彙の並び順は，
乱数機能により，学習するたびに変わるようになっている（図５）．
　STEP ３ は「短い用例による学習」（図６）で，学習語彙がイラストの下にその意味と
共に表示される．用例は二つ提示され，「基礎用例」が画面中央に，「聴解用例」が下部に
表示される．用例をクリックすると音声が流れ，学習者が意味を思い浮かべた後に少し遅
れてその意味が表示されるようにタイミングを調整し，定着の効果を高めるようにした．
　先にも述べたが，聴解用例はFSの学習に役立てることを目的とし，FS中の英文や句を
原則そのまま使用している．しかし，聴解用例だけでは語彙の定着や他教材への応用が危
ぶまれる．たとえば図６の聴解用例 Skies will be clear tonight in the Southwest. では，

図１　教材起動画面 図２　トピック選択画面

図３　学習ステップ選択画面 図４　STEP１学習画面
（イメージによる導入）

56



tonight やthe Southwest を知っていても，学習語彙 clear の意味を推測することは困難
である．「基礎用例」が必要となるのはそのためである．基礎用例は，仮に学習語彙の意
味がわからなくても，できるだけ他の語句から類推できるように作成した．図６の基礎用
例 a clear blue sky in the fall では，fall や blue sky から，学習語彙の「晴れている」と
いう意味を推測するのを手助けできる可能性が高い．意味が想起しやすく文法的にも平易
で短い用例により，語彙の定着を支援するのがその目的である．

　STEP ４ では，学習語彙の意味を確認させる（図７）．まず学習語彙の綴りを見て和訳
を考えさせ，クリックして発音と日本語訳を確認させる．音声を聞いて，語彙の意味を思
い浮かべ，それが正しいかどうか確認できるように，日本語訳は少し遅れて表示される．
　STEP ５ では，学習語彙の綴りの確認を行う（図８）．学習者は和訳を見て，対応する
語彙が何かを考える．和訳の部分をクリックすると，音声が流れ，少し遅れて学習語彙が
表示される．音声を聞いてさらに考える時間を与えるため，英語は少し遅れて表示される．

図５　STEP ２ 学習画面
（一覧表による学習）

図６　STEP ３ 学習画面
（短い用例による学習）

図７　STEP ４ 学習画面
（語彙の意味の確認）

図８　STEP ５ 学習画面
（綴りの確認）
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　STEP ６ は「短い用例による復習」で，画面に表示される和訳の青字部分や空所つき
の用例から空所にあてはまる語彙を考えさせ，クリックして音声を確認させる（図９）．
音声が流れて文字が表示されるまで少し間があり，聞き取った用例から空所に適切な語彙
が何かを答えるという聞き取りの訓練も同時に行いながら，語彙や用例の定着を図る．
　STEP ７ は「一覧表による復習」で，STEP ２ と同様に語彙と和訳の一覧表が提示さ
れる．学習者は文字を見ながら復習し，クリックして音声を再確認する（図10）．

　最後のSTEP ８ は「イメージによる定
着」である（図11）．STEP １ で提示した
写真を再び提示して，学習した語彙が使わ
れる状況を再度考えさせる．STARTボタ
ンを押すと学習語彙の音声が２秒おきに連
続して流れるので，次の音声が再生される
までに学習者は意味をすぐに思い出すよう
に努力する．瞬時にその意味が思い浮かべ
られれば，聞き取りに使える語彙力を養成
することができたと言える．

５．教育効果の測定

　開発した教材は，千葉県内の公立高校２年生（40名）を対象に２種類の指導を行って，
その教育効果を測定した．最初の指導（指導①）では開発した教材の語彙指導効果を確認
し，次の指導（指導②）では「基礎用例」「聴解用例」という用例の違いによる学習効果
の差を調査した．共に，指導は通常の授業の一環としてコンピュータ教室で行い，授業時

図９　STEP ６ 学習画面
（短い用例による復習）

図10　STEP ７ 学習画面
（一覧表による復習）
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間は１回50分，そのうち教材学習時間は約30分であった．
　指導①では，教材内の「天気予報」「病気」という二つのトピックを使い，全員に同じ
20の語彙，40の用例を学習させた．指導とプリテスト，ポストテストについては，時間割
や特別日課等に従い，５回に分けて表２のようなスケジュールで指導を行った．ポストテ
ストは無予告でそれぞれ２回実施し，学習効果の持続を確認した．

　プリテストとポストテストはそれぞれ同一問題で，１）発音された語彙の意味を答える
問題10題と，２）音声を使った「聴解用例」の英文空所補充問題５題，および日本語空所
補充問題５題である．１）は語彙自体がどの程度定着したかを，２）は英文の理解度を測
定しようとするものである．空所補充問題の例を表３に示したが，今回の学習者にとって
このような問題は，その英文を学習していたとしてもそれほど平易な設問ではない． 

　テスト結果は，「天気予報」では，学習直後のポストテストで正解率が95%となり，４
日後のポストテストでも88%という結果が測定された．また，「病気」に関する語彙も，
３日後で77％，10日後で82％という同様に高い結果が得られた（表４）．これらの結果から，
指導１週間後で平均85%程度の定着度があると推測され（図12★印），今回開発した語彙
教材の有効性が確認できたと考える（図12）．

表２　指導①スケジュール

（10分） （30分） （10分）

第１回
（４/15） （コンピュータ教室使用ガイダンス） 「天気予報」

プリテスト

第２回
（４/18） （教材学習方法説明） 「天気予報」語彙学習 「天気予報」

ポストテスト（１）

第３回
（４/22）

「病気」
プリテスト 「病気」語彙学習 「天気予報」

ポストテスト（２）

第４回
（４/25）

「病気」
ポストテスト（１） （他の指導）

第５回
（５/２）

「病気」
ポストテスト（２） （他の指導）

表３　音声を使った「聴解用例」の空所補充問題（例）

音声を使った英文空所補充問題（５題）

　例）  That’s $20. 75 for the （　　　）.

音声を使った日本語空所補充問題（５題）

　例）この（　　）のチェックのセーターは（　　）です

　【英語】  This brown checkered sweater is a medium.
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　なお，「病気」に関する語彙のテスト結果について，若干だが後に実施した結果の方が
良いという，普通では考えにくい結果になってしまった．原因として，二つのことが推測
される．一つは偶発的なもので，最初のポストテストが「体育」の直後で，暑くて生徒が
テストに集中できなかったというものである．もう一つは，「天気予報」の学習でテスト
を何度も行ったため，勘の良い生徒が，同様にテストを実施すると予想できたことである．
後者に関しては，今後は難易度が同程度の別問題を使用するなど，より厳密に効果測定を
行う方法を採用したい．
　指導②の目的は，学習する用例によって効果に差が出るかどうかを調査することであっ
た．指導語彙は特定のトピックが結果に影響を与えないように２セット（20語）を再編集
した．指導は，生徒をこれまでの英語の成績から英語力で等質と考えられる２グループに
分け，授業を２回実施し，１回の授業で各グループが学習するのは「基礎用例」もしくは
「聴解用例」のどちらか片方となるようにした．指導１回目と２回目では学習する用例を
グループで入れ替え，所属するグループによって学習に偏りが生じないようにした．指導
①と②で異なるのは学習する用例の種類が限定されていることだけで，指導手順に差はな
い．

表４　指導①　テスト得点集計結果（％）

プリテスト ポストテスト（１） ポストテスト（２）

天気予報 42.7 95.0（学習直後） 88.1（４日後）

病気 25.9 77.3（３ 日 後） 82.1（10日後）

図12　指導①テスト結果グラフ（正解率）
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　指導効果の測定に関しては，指導①で指導システムや教材自体の有効性は確認できてい
るので，指導②ではポストテストのみを実施した．形式は前回の測定と同様に，１）発音
された語彙の意味を答える問題10題と，２）音声を使った「聴解用例」の英文空所補充問
題５題，および日本語空所補充問題５題であった．指導とポストテストについては，それ
ぞれ最初に授業を行い，次の時間の最初に無予告でポストテストを行った（表５）．今回
の学習者にとっては２）の空所補充問題に答えるには語彙の学習だけでは不十分で，当該
用例（英文）を前もって学習していなければ解答は容易ではないと予想された． 

　ポストテストはグループ別，テスト問題の種類別に得点を集計し（表６，図13），分散
分析を行った（表７）．その結果，１）要因Ａ（指導する用例の違い）はテスト結果の合
計に有意差は与えない，２）要因Ｂ（語彙の意味を答えるテストと，空所補充テストの得
点間）には，有意差がある，３）要因ＡＢ間には交互作用がある，つまり指導する用例の
種類が語彙と空所補充の得点に異なった影響を与えるという結果となった．

表５　指導②スケジュール

（10分） （30分） （10分）

第１回
（５/９） （他の指導） 語彙セット「１」学習 （諸連絡）

第２回
（５/16）

セット「１」
ポストテスト 語彙セット「２」学習 （諸連絡）

第３回
（５/18）

セット「２」
ポストテスト （他の指導）

表６　　指導②ポストテスト　得点集計結果（％）

（要因Ｂ）
合計語彙の意味

テスト得点
空所補充
テスト得点

（
要
因
Ａ
）

基礎用例
学習グループ 85.0 67.1 76.0

聴解用例
学習グループ 82.2 79.2 80.7

平均 83.6 73.1
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　この結果は一見すると，聴解用例を教えればその用例を使ったテストの得点が高いとい
う，きわめて当たり前の結果に思われるかもしれない．しかし我々は，その部分ではなく，
基礎用例を学習したグループの，空所補充問題における67.1点という得点そのものの高さ
に着目した．これは，今までに一度も聞いたことがない目標教材FSの用例を使用した空
所補充問題，つまり「応用問題」であるにもかかわらず，67％もの正答率を得ていること
を示すものである．先に記したとおり，教材を使用した高校２年生の英語レベルは決して
高いものではなく，設問（表３）は決して解答が容易ではない．そのような問題における
67％の正答率は，日常彼らを指導している教員にとっても驚くべき高い得点であった．指
導①では，基礎用例と聴解用例の両方を学習させて，平均して指導１週間後でも85点とい
う高得点が得られたが（図12★印），これは聴解用例による学習量（指導②における79.2点）
と基礎用例学習による応用力（指導②における67.1点）の相乗効果によって得られたと推
測される．
　このことから，指導②の結果，１）聴解用例による学習は目標教材FSの学習を容易に
する効果がある，２）基礎用例による学習は単語やその意味の定着だけでなく，その使わ
れ方に関する応用力の養成に効果があるという結果が得られたと判断した．

図13　指導②テスト　結果グラフ（正解率）

表７　指導②ポストテスト　分散分析結果

要因Ａ F= 3.10 n.s.

要因Ｂ F=15.76* p<.01

要因ＡＢ F= 7.91* p<.01
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６．考察と展望

　本研究の目的は，リスニング用CALL教材（目標教材）First Step Abroadを学習する前に，
初級学習者（高校生初中級レベル）がその教材で使用される語彙を事前に学習できる補助
的な語彙教材を開発することであった．今回開発した教材VFSは，２種類の用例を学習す
ることによって，目標教材の学習を容易にするだけでなく，語彙力の養成一般に使用でき
ることも明らかになった．
　今回の研究ではVFSの一部（40語，80用例）を４回の指導（プリテスト，ポストテスト
を除く）で学習させたが，今後は１年強をかけて語彙教材VFS（28セット）と聴解力養成
用教材FS（５ユニット）を併用して全て学習させ，FS単独で学習させた時よりも学習効果
を上げたいと考えている．その指導スケジュール概要を表８に示した．定期考査を５回実
施する高等学校で週に２時間の指導を想定し，定期考査や学校行事等もふまえて，実際に
行われるであろう授業時間数をもとに計画を立てたものである．特徴は，１）学習した語
彙をすぐに忘れないように，VFSは４セット学習するごとに２時間の復習機会を設ける，
２）FSは各ユニット５～６回の授業で学習を終了するものとする，３）学習開始時はVFS
を中心に学習させるが，徐々にFSの学習量を増やし，最後はFSのみの学習となる，など
である．VFSで学習した語彙は，復習機会で再確認するだけでなくFS学習で繰り返し提
示されるので，確実な定着が期待でき，VFSの学習が進むにつれて既知の語彙が増えてい
くので，FS学習のペースが向上すると考えて作成した．このような計画をもとに，実験
的指導から実践的指導へつなげていくのが我々教師の重要な務めであると考える．

　千葉大学で開発された聴解力養成用教材には，補助的語彙教材があれば高校生中上級レ
ベルの学習者でも使用できると考えられるものが他にも複数ある．今回の研究をふまえて，
それらの聴解力養成用教材と連携する語彙教材をさらに開発し，学習者の音声コミュニ
ケーション能力の向上に貢献したいと考える．
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付表１　28セットに分類された学習語彙
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付表２　学習語彙と学習用例（一部）
（トピック「学校，勉強」，２用例のうち上が基礎用例，下が聴解用例）
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